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最先端ときめき研究推進事業「バイオサイエンスの時代における人間の未来」
第33回ときめき★セミナー

ラカンの「性別化の式」をめぐる
存在論的解釈の検討

講師：千葉雅也／立命館大学

発表要旨：
ラカンは『アンコール』（セミネール第20巻）において、男性／女性とラベリングさ
れた二元性の本質を示す「性別化の式」を提示した。本発表では、この「二元
性」について、アラン・バディウによる分析（Conditions, 1992）をふまえつつ、さら
に、2000年代の「思弁的転回 Speculative Turn」に関わる Levi Bryant による解
釈とそれへの反応を参照しながら考察する。

日時：２０１３年１月２１日（月）
        １７：００－１９：００
場所：大阪大学（吹田キャンパス）人間科学部・東館２階ユメンヌ・ホー
ル


